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1. はじめに 

 平成 20 年に岩手・宮城内陸地震において，大

規模な地すべりと中小規模の斜面変動が発生し

た．これらの発生原因として，当該地域におい

て多数の潜在カルデラが指摘されている 1)．本地

震災害地域と同様の地質的環境は、東北地方の

多くの地域で認められており，当該地域におい

てもカルデラの詳細な構造が不明の場合が多い．

Prima and Yoshida (2010)
2)は Bouguer 重力異常値

に対して水文解析を行い，北東北に存在するカ

ルデラ輪郭の抽出を行った．しかしながら，重

力データの雑音により，抽出したカルデラ輪郭

とこれまで解釈されてきたものとの不一致も確

認された．本研究では東北地方の Bouguer 重力異

常値に対して 2 次元フーリエ変換によるバンド

パスフィルタ適用し，カルデラ輪郭の抽出を改

善するための適切な波長帯の把握を試みる． 

 

2. 使用データ 

 本研究では地質調査総合センターにおいて編

集した日本および周辺地域の Bouguer 重力異常値

の 1 km 間隔のグリッドデータ 3)を使用した．本

データは陸地 691,766 地点と海洋地域 347,979 地

点の重力測定データをもとに構築されている．

Bouguer 重力異常値の仮密度は 2.0, 2.3, 2.67ｇ

/cm
3 で提供されているが，効率的に東北地方の

地下密度構造を表現するために， 2.67 g/cm
3仮密

度で補正した Bouguer 重力異常値を用いた．また，

水文解析を十分に行うために，グリッド間隔を

200 m に補間した．図 1 は使用した東北地方の

Bouguer 重力異常値を示す．図上のカルデラ輪郭

は吉田ら（1999）5)を引用したものである． 

 

3. バンドパスフィルタの適用 

図 2 は典型的な Bouguer 重力異常の振幅スペク

トル分布 4)を示す. このように振幅スペクトルの

分布は 3 つに分けることができ，それぞれトレ

ンド成分が地震基盤以深の大局的構造，シグナ

ル成分が地震基盤以浅の地下構造を表している

が，ノイズ成分はデータ生成時に発生した誤差

によるものと考えられる．そこで，カルデラの

輪郭を改良するためには，いかにノイズ成分を

排除し，シグナル成分を取り出すかである．ま

たトレンド成分は対局的構造を表すため，カル

デラ構造への影響が小さく，原段階ではその成

分を排除する必要がないと考えている． 

 

4. 実験 

 Bouguer 重力異常に対して，ノイズ成分遮断フ

ィルタの波長を 1〜10 km に設定し，Prima and 
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図 1 東北地方の Bouguer 重力異常値 

 
図 2 典型的な Bouguer 重力異常スペクトル分布 
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Yoshida (2010)
2)によるカルデラ輪郭の抽出を行な

った．図 3 は鬼首カルデラ，花山カルデラ，向

町カルデラ，赤倉カルデラ，そして鳴子カルデ

ラにおいてバンドパスフィルタを適用後に抽出

したカルデラの輪郭を示す．ここで，ノイズ成

分遮断フィルタの波長が短ければ，抽出したカ

ルデラ輪郭に詳細な凸凹を観測できる．一方，

遮断フィルタの波長が長ければ，大まかなカル

デラ輪郭が抽出される．東北地方の全てのカル

デラ輪郭を抽出した結果，遮断フィルタの波長

を 4 kmに固定すると，良い結果が得られる． 

 

5. おわりに 

 本研究では Bouguer 重力異常のデータにバン

ドパスフィルタを適用し，カルデラ輪郭の抽出

を行なった．バンドパスフィルタを適用するこ

とにより，抽出したカルデラ輪郭の向上がみら

れた．今後さらに分析を進め，カルデラの大き

さを考慮した遮断フィルタの波長を検証する予

定である． 
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(a) ノイズ成分遮断フィルタ未適用 

 
(b) ノイズ成分遮断フィルタの波長＝4 km 

 
(c) ノイズ成分遮断フィルタの波長＝5 km 

 
(b) ノイズ成分遮断フィルタの波長＝6 km 

 図 3 ノイズ成分遮断フィルタの波長の設定と抽出したカルデラ輪郭の変化 

（実線：吉田ら(1999)
5）によるカルデラ輪郭，点線：自動抽出したカルデラ輪郭） 
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